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I.　は じ め に

本研究は,ジ ュラ紀中期に出現 し,現 在まで生

存 している中型ない し大型の深海生二枚貝であ

るオオハネガイ類(Acesta属),特 にそのAcesta

亜属 を対象とし,我 が国の新生界における時空分

布の概略 を把握するとともに,化 石産出層の岩

相,随 伴化石,さ らに産状 といった基礎データを

収集することを目的として企画した。本研究で野

外調査を実施 したおもな地域は,富 山県八尾市,

石川県能登地域,青 森県青森市,福 島県いわ き

市,岩 手県二戸地域,熊 本県天草地域である。こ

れらのほか,石 川県七尾市の七尾市立少年科学館

での標本調査,富 山県魚津市の魚津水族館での現

生オオハネガイ類の生息状況の観察を行った。

なお,未 だ謎の多い絶滅二枚貝イノセラムス類

は,そ の薄殻で膨 らんだ殻形態や深海性の分布な

ど,オ オハネガイ類 と類似点があり,そ の古生態

解明の手がか りを得ることも念頭に置いて研究を

進めた。

II.　現生オオハネガイ類の分布と生態の概要

オオハネガイ類(Acesta属 二枚貝)は,Limi-

dae(ハ ネガイ科)に 属する。Acesta属 は丸みを

帯びた亜三角形の外形をなし,放 射肋が殻の前後

部に限 られるAcesta亜 属 と,強 い放射肋が殻の

全面に及ぶPlicacesta亜 属がお もな構成者であ

る。Acesta属 を含むLimidaeは おもに浅海に分

布する足糸付着型の固着生活者であるが,中 には

小型の遊泳生活者 を含む。Acesta属 は足糸付着

型生活者であ り,深 海の岩石底に付着し,群 れて

生息 している。

Acesta属,特 にAcesta亜 属は出現当初より現

在に至るまで,ほ とんど殻形態の変化が認められ

ない。このような形態変化に対する保守性は,示

準化石 として利用されるほど殻形態が次々と変化

していったイノセラムス類 とは大 きな違いであ

る。

Acesta属 の現生種はいずれも冷水性,も しく

は深海性である。 日本近海には5種 のAcesta属

二枚貝が報告されているが,Acesta (Acesta) go-

liath (オ オハネガイ), Acesta (Acesta) crinata
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(ミ カンハネガイ),Acesta (Plicacesta) smithi

(ス ミスハネガイ)の3種 が よく知られている。

これらのうち,オ オハネガイは北海道南部から相

模湾までの水深100～1700mに 分布 し,日 本海

では富山湾まで分布する。生息範囲の水深幅は大

きいが,高 緯度に向かって分布の上限が浅 くなる

傾向があ り,北 海道南部では海岸に打ち上がるこ

とがある(坂 上ほか,1966)。 富山湾ではニホン

キサンゴが群体をつ くる水深100m程 度に多 く,

ニホンキサンゴや岩石底に付着 して生息 している

ことが一般的に知られている。一方で,東 京湾口

では砂泥底や砂礫底から刺網や底引きによって採

集されることも多い。生息場の底質は,砂 泥底か

ら砂礫底 ・岩石底 と幅広い。

オオハネガイ類の中で生態についての情報が最

も多いのは北部大西洋に分布するヨーロッパオオ

ハネガイ(Acesta excavata)で あ り,深 海サ ン

ゴ(Loqhelia)と ともに生息する事例は北部大西

洋で多 く知られている。この場合,足 糸を岩石底

や死滅 したLoqheliaに 付着 させて,殻 を固定し

ている(Correa et al, 2005)。

以上のことか ら,オ オハネガイ類は冷水の影響

をうける環境下において,岩 石底 ・砂礫底などの

硬い底質に足糸で付着 して生息 していると言え

る。

III.　オオハネガイ類の我が国の新生界に

おける時空分布 と随伴化石の変化

国内の新生界の うち,Acesta亜 属 を産出する

始新統か ら更新統にわたる化石産地 において,

Acesta亜 属の産出層準,産 出堆積相,随 伴化石

の調査を行った。この調査結果に文献情報を加え

て検討 した結果,新 生代 におけるAcesta亜 属の

時空分布の概要が明らかとなった(図1)。

Acesta亜 属は新生代を通 して陸棚以深の泥底

がおもな生息域であった。特に中期始新世初期 と

中期中新世 初期 には当時発達 した内海の陸棚以

深の泥底に多 くの化石記録が残された(例 えば,

図1　 日本列島におけるAcesta亜 属 二枚貝の時空分布.
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Amano et aZ., 2004)。 これらの時期はAturiaな

どのオウムガイ類が伴 うことか らも分かるよう

に,汎 世界的な温暖期にあたる。このような温暖

期には深海環境に適応 したAcesta亜 属は陸棚以

深の泥底に分布が限定され,原 鯉類の堆積物食二

枚貝を伴 う。
一方
,寒 冷化 した時期には陸棚上にも姿を現す

ことがあったが(図1),そ の時代 は中期始新世

中ごろと前期漸新世,そ して,中 期中新世以降に

限 られる。中期始新世中ごろのAcesta nishiya-

maiはVenericardiaやCrassatellaが 産 出す る

下部陸棚の海緑石砂岩中に多産し(富 田,1992),

前期漸新世のAcesta nagaoiは 海峡部のやや深

い堆積場 で堆積 した砂岩層 に多産する(水 野,

1962)。 寒冷化 に伴い陸棚付近にまで深層水の影

響が及び,生 息場が拡大したと考えられる。

Mizuhopecten, YabepectenやChlamysな ど大

型のイタヤガイ科二枚貝とともに下部陸棚から産

出する事例は中期中新世以降に増加 した。この変

化は,中 期中新世以降,寒 冷化のため,熱 帯域が

日本列島より南に移 り,冷 水の影響が強くなった

ことが原因と考えられる。

さらに,更 新世前期においては東北地方北部と

北海道南部の下部陸棚相から冷水域動物群である

大桑 一万願寺動物群の一員として,Acesta亜 属

が産出する(例 えば,鈴木,1991)。

ただし,中 新世で最 も温暖であった中期中新世

初期でも陸棚上部ないし下部という非常に浅い堆

積物か らAcesta亜 属が産出することがある(鎮

西,1958:図1)。 しかし,そ の産出は東北地方北

部のみであり,そ れより南方では陸棚以深や斜面

に分布 していた。つまり,当 時の東北地方北部の

陸棚上部が亜熱帯～暖温帯であ りながらも,や や

深い海底は冷水の影響を受けていたと考えられ,

温暖期 におけるAcesta亜 属の陸棚上での分布は

水温の低い高緯度地域に限られるといえる。

以上のことからAcesta亜 属は新生代 を通 して

陸棚以深の冷水の影響を受ける環境 を中心に生息

してお り,陸 棚上に分布する場合は,ほ とんどの

場合が寒冷期であ り,温 暖期の場合は高緯度地域

に限られることが明らかとなった。

IV. オオハネガイ類の化石産状と

生活様式について

魚津水族館で飼育 ・展示 されているオオハネガ

イを観察したところ,足 糸で水槽壁に付着 してお

り,水 槽底で横たわった状態の個体は全 くみ られ

なかった。また,水 槽壁に付着するオオハネガイ

の両殻表面には,キ サンゴ類やゴカイ類など,多

くの付着生物がみられた。

また,能 登沖の現生オオハネガイの標本につい

て,採 集時に生 きていたと思われる個体の付着生

物の調査を行った。生息個体への付着生物として

特に多いのはべ ッコウガキ類であ り,こ の他にナ

ミマガシワ類,ゴ カイ棲管,コ ケムシ,サ ンゴ

類,フ ジツボ類が見 られ,殻 体中には穿孔性ゴカ

イ類による穿孔痕も多 く見られた。

付着生物 ・穿孔痕の分布パターンが左右の殻で

よく似ている個体が多い。このことは海底面上に

横たわった生息姿勢では説明しにくい。岩石底～

砂礫底においては底質に足糸を付着させ,殻 を立

てて水中に突き出した状態で生息しているのであ

ろう。

陸棚以深で堆積した塊状泥岩相からオオハネガ

イ類の化石が産出する場合,地 層中に合弁で横た

わった姿勢を示す場合が多い。泥岩中でしかも合

弁であることからこの姿勢が自生の産状 とも一応

考えられるが,こ れは生息当時の姿勢を表すわけ

ではない。

最近,北 大西洋の深海泥底 に生息するオオハ

ネガイ類(Acesta excavata)の 生活姿勢に関す

る情報が得 られるようになった(Correa et aZ.,

2005)。 これらは泥底 に沈んだ氷河性 ドロップス

トーンやプラスチックに付着 した状態で見つかっ

ている。これは泥底にオオハネガイ類が見られる

場合,横 たわった姿勢で生活するよりも何らかの

硬い基盤に足糸で付着することが一般的であるこ

とを示 し,付 着物の観察結果とも符合する。

このような事例やわれわれの観察結果から,泥

底のような軟 らかい海底であってもオオハネガイ

類は材や岩石といった硬い基盤を選択して付着す

る傾向が強 く,殻 の前面を付着面に向けて直立し
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た姿勢で生活することが一般的であると考えられ

る(図2)。

また,化 石の産状観察か らも,Acestaの 生活

様式について重要な知見が得 られた。その化石

は,天 草地域の坂瀬川層下部塊状泥岩中におい

て,ほ ぼ同サイズで両殻の揃ったAcesta (Acesta)

nishiyamaiが 材化石上に複数個体見つかったも

ので,産 状 を検討 した結果,Acestaの 個体 はす

べて材に付着 していたと考えられることが明らか

となった(菊 池 ・近藤,2005)。 また,付 着物に

ついて検討 したところ,ナ ミマガシワ類が殻表面

に付着 した痕跡があ り,殻 体中には穿孔性 ゴカイ

類による穿孔が両殻に見られることから,や は り

材上に直立 した姿勢が推定できる。これは過去の

沖合泥底におけるAcesta属 の生活様式を明ら

かにできた初めての事例である。この標本につい

ては別途,詳 細を報告する予定である。

この事例は沖合泥底相からみつかる足糸付着型

二枚貝の生息様式を考える上で重要な情報を提供

するものと思われる。
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